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山
内
保
育
園
（
石
川
敦
子
園

長
、
園
児
10
人
）
の
閉
園
式
は

３
月
18
日
、
午
前
11
時
か
ら
同

園
の
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し

た
。
式
典
に
は
、
園
児
や
保
護

者
、
保
育
士
の
ほ
か
、
以
前
同

園
に
努
め
た
保
育
士
Ｏ
Ｇ
な

ど
、約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

閉
園
に
あ
た
り
山
本
賢
一
町

長
は
「
50
年
以
上
に
わ
た
り
地

域
の
皆
さ
ま
と
共
に
歩
ん
で
き

た
山
内
保
育
園
の
閉
園
は
寂
し

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新

し
い
晴
山
保
育
園
で
『
未
来
か

ら
の
贈
り
も
の
』
で
あ
る
町
の

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
元

気
に
、
心
身
と
も
に
す
こ
や
か

に
育
っ
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
。

　

卒
園
児
代
表
あ
い
さ
つ
で
は

保
護
者
代
表
で
も
あ
る
金
山
美み

穂ほ

さ
ん
（
山
口
）
が
「
在
園
中

の
思
い
出
は
、
年
長
組
の
時
に

裸
足
で
駆
け
回
っ
た
運
動
会
で

す
。
山
内
保
育
園
が
閉
館
す
る

こ
と
は
寂
し
く
も
あ
り
ま
す

が
、
晴
山
保
育
園
で
新
た
な
歴

史
を
刻
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
」と
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　

同
園
は
昭
和
39
年
に
山
内
保

育
所
と
し
て
開
設
。
当
時
は
晴

山
地
区
の
２
児
童
館
も
開
館
前

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
山
内
地
区

以
外
か
ら
通
う
園
児
も
い
ま

し
た
。
51
年
の
歴
史
の
中
で

７
２
２
人
の
卒
園
児
を
輩
出
。

年
少
組
、
年
中
組
の
園
児
た
ち
は
、

４
月
か
ら
晴
山
保
育
園
へ
と
進
み
、

新
た
な
友
達
と
新
た
な
生
活
を
始
め

ま
す
。

ＤＡＴＥ
　■創　立　昭和39年
　■園児数　10人
　■卒園児　722人

観音林児童館・山内保育園

　保育証書授与式・閉園（館）式
～最後の卒園児を送り出し、　　それぞれの歴史に幕～　　

山内保育園　沿革

昭和39年11月１日

　　町立山内保育所として開設

昭和50年１月23日

　　施設老朽化のため新築移転

平成元年４月１日

　　町立山内保育園と改称

平成27年３月31日

　　51年の歴史に幕を閉じる

観音林児童館　沿革

昭和45年５月１日

　　町立観音林児童館開館

平成27年３月31日

　　45年の歴史に幕を閉じる

ＤＡＴＥ
　■創　立　昭和45年
　■園児数　23人
　■卒園児　582人

　

観
音
林
児
童
館
（
安
藤
京
子

館
長
、
園
児
23
人
）
の
閉
館
式

は
３
月
21
日
、
午
前
11
時
か
ら

同
館
の
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し

た
。
式
典
に
は
、
園
児
や
保
護

者
、
職
員
の
ほ
か
、
以
前
に
同

児
童
館
で
勤
務
し
た
職
員
な

ど
、約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

山
本
町
長
は
閉
館
に
あ
た

り
「
皆
さ
ま
と
と
も
に
40
年
以

上
に
わ
た
り
歩
ん
で
き
た
こ
の

観
音
林
児
童
館
で
楽
し
い
時
間

を
過
ご
さ
れ
た
園
児
の
皆
さ
ん

や
、
児
童
館
の
運
営
を
支
え
て

い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
様
に
と

っ
て
は
寂
し
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
す
が
、
今
後
は
晴
山
保
育
園

で
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
い
た

だ
け
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
卒
園
児
代
表
あ
い
さ

つ
で
は
本
田
孝た

か

博ひ
ろ

さ
ん
（
観
音

林
南
）
が
「
私
の
通
っ
た
こ
の

児
童
館
に
、
私
の
子
ど
も
た
ち

も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
園

児
の
皆
さ
ん
は
、
４
月
か
ら
は

晴
山
保
育
園
で
多
く
の
友
達
と

楽
し
く
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
」
と
子
ど
も
た
ち
の
新

生
活
に
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
『
さ
よ
な
ら
僕

た
ち
の
児
童
館
』
を
歌
い
、
思

い
出
の
詰
ま
っ
た
児
童
館
に
別

れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　

同
児
童
館
は
昭
和
45
年
に
開

館
。
歯
科
保
健
活
動
、
交
通
安

全
活
動
、
ち
び
っ
子
消
防
ク
ラ

ブ
の
火
災
予
防
活
動
な
ど
、
児

童
館
・
保
護
者
・
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
様
々
な
活
動
を

展
開
。
45
年
の
歴
史
の
中
で
、

５
８
２
人
の
卒
園
児
を
輩
出
し

ま
し
た
。
４
月
か
ら
在
園
児
は

晴
山
保
育
園
へ
と
進
み
、
山
内

保
育
園
の
園
児
た
ち
と
と
も
に

新
た
な
歴
史
を
刻
み
ま
す
。
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平成27年度施政方針演述

【
国
民
健
康
保
険
】

　

30
万
円
以
上
の
医
療
費
に
限
ら

れ
て
い
た
保
険
財
政
共
同
安
定
化

事
業
が
す
べ
て
の
医
療
費
に
拡
大

さ
れ
、
町
に
お
い
て
は
拠
出
金
額

が
交
付
金
額
を
上
回
る
見
通
し
と

な
り
ま
す
が
、
税
率
改
正
に
よ
る

被
保
険
者
へ
の
負
担
を
求
め
ず
、

保
健
指
導
等
に
よ
る
医
療
費
抑
制

に
務
め
ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
】

　

平
成
27
年
度
も
医
療
給
付
費
の

増
加
傾
向
が
続
き
ま
す
が
、
財
政

安
定
化
基
金
を
活
用
し
保
険
料
率

の
増
加
を
小
さ
く
し
て
運
営
し
ま

す
。
ま
た
、
広
報
や
出
前
講
座
な

ど
を
活
用
し
、
よ
り
き
め
細
や
か

な
制
度
の
周
知
に
努
め
ま
す
。

【
障
が
い
者
福
祉
】

　

25
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
た
「
障

害
者
総
合
支
援
法
」
に
基
づ
き
策

定
し
た
軽
米
町
障
が
い
者
福
祉
計

画
に
よ
り
、
障
が
い
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
補
装
具
等
の
給
付
、
相
談

支
援
体
制
の
強
化
を
図
る
な
ど
、

福
祉
環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

【
高
齢
者
福
祉
】

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

の
た
め
、
在
宅
生
活
を
支
援
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
と
も
に
、
高

齢
者
・
介
護
者
双
方
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
迅
速
な
支
援
を
図
る
た

め
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
及

び
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ブ
ラ

ン
チ
を
窓
口
と
し
て
、
総
合
相
談

業
務
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

【
介
護
予
防
活
動
】

　

65
歳
以
上
の
全
町
民
を
対
象
と

し
た
『
暮
ら
し
と
介
護
予
防
に
関

す
る
調
査
』
を
実
施
し
、
そ
の
結

果
か
ら
対
象
別
の
介
護
予
防
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

　

好
評
を
得
て
い
る
『
ふ
れ
あ
い

共
食
事
業
』
は
新
た
に
３
地
区
増

え
、
15
地
区
で
の
開
催
予
定
で
、

『
介
護
予
防
教
室
』、『
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
』と
と
も
に
、

よ
り
多
く
の
町
民
が
介
護
予
防
に

積
極
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
活
動

を
広
め
ま
す
。

【
保
健
事
業
】

　

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
に
加
え
、

健
康
相
談
、
健
康
教
育
や
訪
問
指

導
に
よ
り
、
疾
病
の
予
防
と
早
期

発
見
に
努
め
ま
す
。

　

予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て
は
、

定
期
接
種
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
も
の
に
関
し
て
は
全
額
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
ワ
ク
チ
ン
と
大

人
の
風
疹
予
防
接
種
は
一
部
を
公

費
負
担
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
自
殺
対
策
】

　

県
の
自
殺
対
策
緊
急
強
化
事
業

を
活
用
し
、
啓
発
事
業
や
家
庭
訪

問
な
ど
、個
々
の
状
況
に
合
わ
せ
、

庁
舎
内
外
の
組
織
、
医
療
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
町
全
体
で
の
自

殺
予
防
推
進
体
制
の
構
築
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

【
地
域
子
育
て
支
援
事
業
】

　

軽
米
児
童
ク
ラ
ブ
の
対
象
児
童

を
小
学
３
年
生
以
下
か
ら
６
年
生

以
下
に
拡
大
し
、
開
設
時
間
の
延

長
や
、
小
軽
米
・
晴
山
小
学
校
か

ら
の
同
ク
ラ
ブ
へ
の
送
迎
事
業
も

継
続
し
て
行
い
、
共
働
き
世
帯
の

支
援
や
放
課
後
児
童
の
安
全
確
保

に
努
め
ま
す
。

【
母
子
保
健
事
業
】

　

妊
産
婦
の
心
身
の
健
康
づ
く
り

や
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環

境
を
整
え
る
た
め
、
訪
問
・
健
診
・

教
室
を
実
施
し
、
子
ど
も
子
育
て

制
度
に
よ
る
地
域
子
育
て
支
援
事

業
に
併
せ
て
、
育
児
支
援
体
制
の

一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
保
育
園
等
】

　

４
月
１
日
か
ら
開
園
す
る
晴
山

保
育
園
で
は
、
へ
き
地
保
育
園
、

児
童
館
で
は
受
け
入
れ
が
で
き
な

か
っ
た
０
歳
か
ら
の
受
け
入
れ
が

可
能
と
な
り
、
町
外
で
就
労
す
る

保
護
者
に
も
順
次
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

【
子
育
て
支
援
（
医
療
費
助
成
）】

　

４
月
１
日
よ
り
、
医
療
費
受
給

対
象
者
を
、
現
在
の
15
歳
か
ら
18

歳
ま
で
に
拡
大
し
、
対
象
医
療
機

関
の
制
限
を
撤
廃
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
て
ら

れ
る
よ
う
、支
援
を
拡
充
し
ま
す
。

【
学
校
関
係
】

　

軽
米
小
学
校
の
運
動
場
、
駐
車

場
な
ど
Ⅱ
期
及
び
Ⅲ
期
工
事
は
今

年
度
で
終
了
予
定
で
す
。
今
後
は

ソ
フ
ト
面
の
整
備
と
し
て
、
軽
米

小
学
校
、小
軽
米
小
学
校
に
続
き
、

晴
山
小
学
校
の
教
育
用
Ｐパ

ソ

Ｃコ
ン

を
タ

ブ
レ
ッ
ト
型
Ｐ
Ｃ
に
更
新
し
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
活
用
力
を
高
め
な
が
ら

学
力
の
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
軽
米
高
校
生
や
中
学
生

の
漢
字
能
力
検
定
受
験
料
を
助
成

し
、
生
徒
の
受
験
機
会
の
確
保
と

学
習
意
欲
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

　　町議会町議会３３月定例会月定例会が３月が３月３３日に開かれ、施政方日に開かれ、施政方

針演説で針演説で山本賢一町長山本賢一町長は「新軽米町総合発展計画は「新軽米町総合発展計画

の将来像である『豊かな自然の恵みと彩り、歴史の将来像である『豊かな自然の恵みと彩り、歴史

と食文化の薫るにぎわいのまち』の創造に向け、と食文化の薫るにぎわいのまち』の創造に向け、

町民との協働を基本としながら、いきいきと輝き、町民との協働を基本としながら、いきいきと輝き、

快適で安心して暮らすことのできるまちづくりを快適で安心して暮らすことのできるまちづくりを

推進する」と決意を述べました。本年度の主な施策、推進する」と決意を述べました。本年度の主な施策、

事業などについてお知らせします。事業などについてお知らせします。

【
公
共
交
通
対
策
】

　

バ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
交
通
業
者
、

地
域
住
民
と
と
も
に
知
恵
と
工
夫

を
出
し
合
い
な
が
ら
、
利
用
し
や

す
い
身
近
な
交
通
手
段
と
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
防
災
対
策
】

　

町
民
が
災
害
か
ら
安
全
に
避
難

す
る
た
め
に
、
土
砂
崩
壊
な
ど
の

危
険
箇
所
や
避
難
場
所
な
ど
の
防

災
マ
ッ
プ
の
作
成
配
布
、
災
害
時

要
援
護
者
シ
ス
テ
ム
の
充
実
な

ど
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
緊
急
時
に
対
応
可
能
な

体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

【
原
子
力
事
故
損
害
賠
償
】

　

東
京
電
力
の
福
島
原
子
力
発
電

所
事
故
に
起
因
す
る
損
害
賠
償
に

つ
い
て
は
、
県
、
関
係
市
町
村
と

一
緒
に
、
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争

解
決
セ
ン
タ
ー
へ
の
和
解
あ
っ
せ

ん
申
し
立
て
を
し
て
い
ま
す
。

【
消
費
者
行
政
推
進
事
業
】

　

職
員
を
積
極
的
に
研
修
会
に
参

加
さ
せ
、
窓
口
対
応
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、
構
成
市

町
村
が
連
携
し
て
二
戸
消
費
生
活

豊
か
な
暮
ら
し
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
の
存
続
と
支
援
を
継
続

し
、
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
努
め
ま
す
。

【
町
道
整
備
・
橋
梁
維
持
】

　

２
０
１
６
い
わ
て
国
体
の
競
技

会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
町
道

蓮
台
野
勘
丁
線
は
今
年
度
完
成
予

定
で
す
。
歩
道
整
備
は
、
町
道
下

小
路
保
育
所
線
の
整
備
の
た
め
、

調
査
測
量
設
計
及
び
用
地
買
収
業

務
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計

画
に
基
づ
く
橋
梁
修
繕
工
事
及
び

点
検
業
務
の
継
続
、
本
年
度
に
実

施
し
た
道
路
施
設
等
の
点
検
調
査

の
結
果
に
基
づ
く
修
繕
を
実
施

し
、
利
便
性
の
向
上
と
交
通
安
全

確
保
を
図
り
ま
す
。

【
住
環
境
・
上
下
水
道
】

　

耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事
の

助
成
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
奨
励
事

業
を
継
続
し
、
住
環
境
の
整
備
を

支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
上
下
水
道

に
つ
い
て
は
、
向
川
原
地
区
の
管

路
布
設
工
事
と
舗
装
本
復
旧
工
事

を
進
め
、
老
朽
化
の
著
し
い
小
軽

米
簡
易
水
道
施
設
は
、
国
庫
補
助

事
業
を
導
入
し
て
お
り
、
配
水
池

の
建
設
、
送
配
水
管
の
布
設
工
事

を
進
め
ま
す
。
観
音
林
地
区
簡
易

水
道
及
び
山
内
地
区
簡
易
水
道
の

施
設
更
新
計
画
に
つ
い
て
は
、
２

ヶ
年
継
続
事
業
と
し
て
、
適
正
な

整
備
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

結
い
の
精
神
の
ま
ち
づ
く
り

【
行
政
区
活
動
交
付
金
等
】

　

行
政
区
活
動
交
付
金
お
よ
び
地

域
活
動
支
援
事
業
費
補
助
金
は
、

地
域
の
自
主
的
・
主
体
的
活
動
を

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制

度
で
す
が
、
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
各
地
域
か
ら
の
関
心
も
高
い

こ
と
か
ら
、
27
年
度
か
ら
は
、
基

本
割
額
を
３
万
円
か
ら
４
万
円
に

引
き
上
げ
る
な
ど
制
度
の
見
直
し

を
図
り
つ
つ
、
運
用
し
ま
す
。

【
ユ
イ
コ
の
ケ
ア
ド
ー
事
業
】

　

ユ
イ
コ
の
ケ
ア
ド
ー
事
業
に
つ

い
て
は
、
今
後
と
も
取
り
組
み
を

す
る
行
政
区
や
地
域
団
体
の
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

高
齢
者
も
い
き
い
き
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り

子
育
て
支
援
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り

-町 長 施 政 方 針--町 長 施 政 方 針-
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【
観
光
】

　

町
観
光
協
会
が
中
心
と
な
り
実

行
委
員
会
を
組
織
し
て
実
施
す
る

軽
米
秋
ま
つ
り
は
、
本
年
度
は
９

月
19
日
か
ら
21
日
ま
で
の
３
日
間

開
催
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
町

の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
な
盛

大
な
秋
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
る
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
開
園
26
年
目
を
迎
え
る
雪

谷
川
ダ
ム
フ
ォ
リ
ス
ト
パ
ー
ク
・

軽
米
で
開
催
し
て
い
る
森
と
水
と

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
つ
い
て
は
、
早
咲
き
か
ら
遅
咲

当

初

予

算

当

初

予

算

き
ま
で
、
多
様
な
品
種
の
球
根
の

更
新
な
ど
に
よ
り
、
５
月
の
大
型

連
休
の
開
花
を
目
指
し
な
が
ら
、

イ
ベ
ン
ト
内
容
の
検
証
を
行
う
と

と
も
に
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

シ
バ
ザ
ク
ラ
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を

生
か
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を

開
催
し
、
「
花
の
ま
ち
軽
米
」
を

積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
誘

客
促
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
シ

バ
ザ
ク
ラ
の
見
事
な
景
観
を
町
内

外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
施
設

活
用
も
含
め
、
体
育
協
会
の
各
競

技
団
体
と
の
協
働
に
よ
り
、
パ
ー

　

平
成
27
年
度
も
地
方
交
付
税

な
ど
、
主
要
な
歳
入
の
増
額
は

期
待
で
き
ず
、
財
政
状
況
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
変
わ

り
な
い
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
歳
入
で

は
、
町
税
収
入
の
確
保
や
適
正

な
受
益
者
負
担
を
お
願
い
し
な

が
ら
自
主
財
源
の
確
保
に
努

め
、
歳
出
で
は
、
総
人
件
費
の

削
減
・
抑
制
、
費
用
対
効
果
の

検
証
に
よ
る
事
務
事
業
の
見
直

し
な
ど
、
歳
入
に
見
合
う
歳
出

の
抑
制
を
基
本
と
し
た
健
全
財

政
の
取
り
組
み
を
堅
持
し
つ

つ
、
先
に
町
長
選
挙
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
は
、
経

常
経
費
や
継
続
的
要
素
の
強
い

事
業
な
ど
を
中
心
と
し
た
骨
格

的
な
予
算
編
成
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

豊
か
で
安
心
、
魅
力
あ

る
地
域
の
創
造
に
向
け

本
年
度
の
当
初
予
算
は

62
億
５
８
０
０
万
円

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
総
額
は
、
前
年
度
予
算

と
比
較
し
て
８
・
９
％
減
の

62
億
５
８
０
０
万
円
と
し
ま
し

た
。

　

歳
入
の
確
保
と
歳
出
の
抑
制

を
基
本
に
編
成
し
ま
し
た
が
、

最
終
的
に
４
億
４
５
７
８
万
円

の
財
源
不
足
を
生
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
財
源
不
足
額
に
つ
い
て

は
、
財
政
調
整
基
金
に
よ
り
調

整
し
ま
し
た
が
、
今
後
の
財
政

運
営
に
当
た
っ
て
は
、
一
層
効

率
的
な
予
算
の
執
行
に
努
め
る

と
と
も
に
、
財
政
の
厳
し
い
状

況
を
直
視
し
、
限
ら
れ
た
財
源

の
重
点
的
・
効
率
的
な
配
分
に

努
め
ま
す
。

平成27年度施政方針演述

化
を
図
り
ま
す
。

【
地
場
産
業
の
振
興
】

　

町
商
工
会
が
中
心
と
な
り
関
係

者
で
組
織
す
る
認
証
委
員
会
が
認

証
し
て
い
る
『
か
る
ま
い
ブ
ラ
ン

ド
』
を
生
か
し
て
、
「
食
の
町
か

る
ま
い
」
を
県
内
外
に
発
信
す
る

と
と
も
に
、
地
場
産
品
の
特
産
品

化
と
販
路
拡
大
事
業
を
支
援
す
る

こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
農
産
物
や

特
産
品
の
掘
り
起
こ
し
と
既
存
商

品
の
洗
練
化
を
図
り
、
地
場
産
業

の
振
興
に
努
め
ま
す
。

【
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
】

　

民
間
事
業
者
に
よ
り
計
画
の
進

ん
で
い
る
鶏
糞
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

や
太
陽
光
発
電
な
ど
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
町
が
主
導
的
・
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
協
議
会
に
お

い
て
基
本
計
画
策
定
を
目
指
し
て

検
討
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
の
一
環
と
し
て
、
地
中
熱
を

活
用
し
た
役
場
庁
舎
暖
房
シ
ス
テ

ム
と
停
電
時
に
お
け
る
庁
舎
内
の

電
源
の
確
保
を
目
的
に
太
陽
光
発

電
設
備
の
設
置
を
進
め
ま
す
。

ク
ゴ
ル
フ
や
野
球
の
ほ
か
、
各
種

ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
を
開
催
し
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て

の
集
客
に
向
け
て
の
観
光
資
源
と

し
て
期
待
さ
れ
る
ア
ジ
サ
イ
園
の

整
備
に
努
め
ま
す
。

【
環
境
衛
生
】

　

清
潔
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の

た
め
、
町
民
総
参
加
で
道
路
河
川

等
の
清
掃
を
行
い
、
美
し
い
町
づ

く
り
と
環
境
衛
生
に
対
す
る
意
識

を
高
め
る
よ
う
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
事
業
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
や
事
業
者
の
皆
様

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地

域
に
お
け
る
３
Ｒ
（
減Ｒ

ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ

ら
す
・

再Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ

利
用
・
再Ｒ

ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ

資
源
化
）
運
動
、
家

庭
用
生
ご
み
処
理
機
及
び
コ
ン
ポ

ス
ト
の
購
入
費
補
助
事
業
を
継
続

実
施
す
る
と
と
も
に
、
減
量
化
・

資
源
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
本

格
実
施
し
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
は
、
従
来
ど
お
り
燃

え
る
ご
み
と
し
て
収
集
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
中
間
処
理
業
務

体
制
を
研
究
す
る
な
ど
二
戸
広
域

管
内
全
体
の
課
題
と
し
て
情
報
交

換
な
ど
を
行
い
な
が
ら
将
来
的
な

本
格
実
施
を
模
索
し
ま
す
。

　

最
終
処
分
施
設
建
設
計
画
に
つ

い
て
は
、
事
業
者
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
八
戸
圏
域
水
道
企
業

団
、
洋
野
町
と
連
携
し
、
建
設
の

阻
止
、
反
対
の
立
場
を
訴
え
、
引

き
続
き
情
報
収
集
に
努
め
ま
す
。

【
水
稲
】

　

本
年
は
飼
料
用
米
の
作
付
が
増

加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
農
家
所
得
の
向
上
を
図
る
た

め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
収
穫
量

向
上
の
た
め
の
指
導
を
徹
底
す
る

と
と
も
に
、
不
足
し
て
い
る
飼
料

用
米
倉
庫
を
整
備
し
ま
す
。

【
園
芸
振
興
】

　

新
技
術
の
導
入
等
に
よ
り
栽
培

技
術
の
向
上
、
担
い
手
の
確
保
・

育
成
、
産
地
力
の
強
化
を
図
り
、

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

流
通
販
売
体
制
を
推
進
し
ま
す
。

【
畜
産
振
興
】

　

和
牛
の
繁
殖
経
営
で
は
、
子
牛

価
格
が
高
値
で
推
移
す
る
な
ど
畜

産
経
営
は
全
般
に
安
定
し
て
い
ま

す
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
加
速
し
た

と
の
報
道
も
あ
り
、
大
き
な
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
経
営

体
質
の
強
化
を
図
る
た
め
、
飼
養

管
理
に
お
け
る
低
コ
ス
ト
化
や
担

い
手
農
家
の
規
模
拡
大
を
推
進
す

る
た
め
の
施
策
に
取
り
組
み
ま

す
。
中
小
家
畜
に
つ
い
て
は
、
県

下
で
も
屈
指
の
生
産
地
帯
で
あ

り
、
国
や
県
の
価
格
保
証
制
度

に
、
町
と
し
て
も
助
成
を
続
け
、

安
定
的
発
展
を
支
援
し
ま
す
。

【
農
地
活
用
・
担
い
手
育
成
】

　

当
町
農
業
の
維
持
発
展
に
不
可

欠
な
農
地
の
有
効
活
用
と
、
担
い

手
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
農
地
中

間
管
理
機
構
と
密
接
な
連
携
の
も

と
、
農
地
の
借
入
、
貸
付
に
関
す

る
機
構
集
積
協
力
金
交
付
事
業
を

活
用
し
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集

積
及
び
集
約
化
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
新
規
就
農
・
経
営
継
承
総

合
支
援
事
業
の
更
な
る
周
知
を
図

り
な
が
ら
新
規
就
農
者
を
発
掘

し
、
経
営
開
始
に
向
け
た
取
り
組

み
へ
の
支
援
や
、
集
落
営
農
組
織

へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
通
じ
て
、

担
い
手
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

【
農
業
基
盤
整
備
】

　

中
山
間
地
域
整
備
事
業
な
ど
に

よ
り
、
農
道
の
整
備
を
行
う
ほ

か
、
効
率
的
な
農
業
経
営
を
図
る

た
め
に
必
要
な
区
画
整
理
事
業
の

推
進
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

【
林
業
関
係
】

　

森
林
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

町
有
林
大
平
事
業
区
の
下
刈
作
業

や
間
伐
作
業
を
実
施
し
、
森
林
事

業
の
重
要
性
に
対
す
る
認
識
を
高

め
る
よ
う
事
業
を
進
め
ま
す
。

　

第
32
回
を
迎
え
る
グ
リ
ー
ン
デ

ー
は
、
晴
山
小
学
校
を
会
場
に
町

内
の
小
学
生
や
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
参
加
に
よ
る
植
樹
祭
を
開
催

し
ま
す
。

　

ま
た
、
木
炭
・
し
い
た
け
生
産

者
や
森
林
組
合
等
と
の
連
携
を
図

り
、
森
林
資
源
の
有
効
活
用
、
森

林
の
持
つ
多
面
的
機
能
を
持
続
的

に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
広
葉
樹
里
山
森
林
資
源
活
用

再
生
事
業
を
推
進
し
、
特
用
林
産

物
の
生
産
振
興
を
図
り
ま
す
。

【
商
工
業
振
興
】

　

軽
米
町
商
工
会
や
軽
米
中
央
商

店
会
が
実
施
し
て
い
る
各
種
事
業

に
対
し
て
助
成
を
し
、
地
元
企
業

か
ら
の
情
報
収
集
を
徹
底
し
、
中

小
企
業
の
支
援
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
業
者
の
運
転
・
設

備
資
金
な
ど
の
資
金
確
保
の
円
滑

化
と
利
子
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
に
、
引
き
続
き
町
の
制
度
融
資

の
斡
旋
に
よ
る
利
子
補
給
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

【
中
心
商
店
街
の
活
性
化
対
策
】

　

中
心
商
店
街
に
お
け
る
空
き
店

舗
の
増
加
、
町
内
購
買
力
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
る
状
況
が
続
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
引
き
続
き

商
品
券
発
行
や
お
買
い
物
ラ
リ
ー

を
開
催
す
る
な
ど
、
町
内
商
店
の

利
用
促
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、

か
る
ま
い
中
心
市
街
地
整
備
推
進

委
員
会
の
報
告
を
受
け
、
多
世

代
型
『
か
る
ま
い
交
流
駅
（
仮

称
）
』
の
調
査
検
討
や
地
域
商
業

の
自
立
促
進
調
査
の
分
析
を
行

い
、
元
気
あ
ふ
れ
る
中
心
商
店
街

の
創
出
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強

豊
か
な
自
然
と
美
し
い
景
観
の
ま
ち
づ
く
り

資
源
を
活
か
し
た
地
域
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

多
様
な
交
流
が
生
ま
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　

具
体
的
な
施
策
に
係
る
予
算

に
つ
い
て
は
、
補
正
予
算
を
編

成
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

26年度は1万9,000人が訪れた『森と水と
チューリップ』フェスティバル

生ごみ処理機やコンポストの購入費を補助

し、ごみの減量化に取り組みます。
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平成27年度町教育行政方針演述

　

授
業
改
善
研
修
会
、
教
務
主
任

研
修
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
授
業
研
究
会

な
ど
を
実
施
し
、
指
導
力
の
向
上

や
資
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

【
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
】

　

学
校
評
議
員
か
ら
の
外
部
評
価

に
よ
る
教
育
活
動
の
改
善
を
図
る

ほ
か
、
町
内
一
斉
学
校
公
開
を
実

施
し
、
保
護
者
や
地
域
と
連
携
・

協
働
す
る
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

【
中
高
一
貫
教
育
】

　

中
学
校
、
高
等
学
校
の
６
年
間

を
通
じ
た
系
統
的
、
継
続
的
指
導

に
よ
る
学
力
の
向
上
を
図
り
、
中

高
一
貫
だ
よ
り
の
定
期
的
発
行
、

中
高
一
貫
教
育
支
援
者
拡
大
会
議

な
ど
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

◆
社
会
教
育
の
推
進

【
国
庫
委
託
事
業
】

　

国
庫
委
託
事
業
の
「
学
び
を
通

じ
た
被
災
地
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
再
生
支
援
事
業
」
を
導
入
し
、

家
庭
教
育
支
援
や
放
課
後
子
ど
も

教
室
、
学
校
支
援
な
ど
の
事
業
を

展
開
し
ま
す
。

【
家
庭
教
育
支
援
】

　

子
ど
も
を
持
つ
親
を
対
象
に
、

子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
子

育
て
、
し
つ
け
、
食
育
な
ど
に
関

す
る
家
庭
教
育
学
級
を
開
設
し
、

家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

【
放
課
後
子
ど
も
教
室
】

　

安
全
・
安
心
な
子
供
の
活
動

拠
点
を
設
け
、
地
域
の
方
々
か

ら
協
力
を
い
た
だ
き
、
勉
強
や

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
、
地
域

住
民
と
の
交
流
活
動
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。

【
学
校
支
援
】

　

小
中
学
校
の
学
校
図
書
館
支

援
と
併
せ
て
、
26
年
度
に
ス
タ

ー
ト
し
た
軽
米
高
校
の
学
校
図

書
館
支
援
も
継
続
し
て
行
い
ま

す
。

◆
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

【
生
涯
学
習
の
充
実
】

　

協
働
・
参
画
に
よ
る
生
涯
学
習

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
密
に
し
、
住
民
誰

も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
主

体
的
に
学
習
で
き
る
環
境
を
整

え
、
学
習
成
果
を
適
切
に
生
か
す

社
会
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

◆
公
民
館
、
図
書
館
運
営

【
中
央
公
民
館
運
営
】

　

町
の
学
習
拠
点
施
設
と
し
て
、

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

学
習
講
座
や
研
修
会
な
ど
に
利
用

し
や
す
い
施
設
運
営
に
努
め
ま

す
。

【
笹
渡
・
晴
山
・
小
軽
米
分
館
】

　

中
央
公
民
館
の
分
館
と
し
て
、

継
続
し
て
、
地
域
の
方
々
か
ら
ご

意
見
な
ど
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

よ
り
よ
い
活
用
方
法
を
見
出
し
ま

す
。

【
図
書
館
運
営
】

　

利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
一

層
努
め
る
と
と
も
に
、
図
書
館
機

能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

【
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
活
性
化
】

　

町
民
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

み
な
が
ら
、
体
力
の
向
上
を
図

り
、
健
康
的
な
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
各
種
ス
ポ
ー
ツ

活
動
へ
の
参
加
機
会
の
拡
大
を
図

り
ま
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
施
設
】

　

２
０
１
６
希
望
郷
い
わ
て
国
体

の
軟
式
野
球
競
技
の
開
催
地
と
し

て
進
め
て
き
た
ハ
ー
ト
フ
ル
・
ス

ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
野
球
場
の
改
修
工

事
が
完
成
し
、
本
年
度
は
開
催
前

年
度
と
し
て
ソ
フ
ト
面
の
整
備
に

重
点
を
置
き
「
い
わ
て
国
体
軽
米

町
実
行
委
員
会
」
に
よ
り
準
備
を

進
め
ま
す
。

【
芝
桜
の
植
栽
】

　

本
年
度
も
住
民
と
の
協
働
に
よ

り
実
施
し
、
芝
桜
の
開
花
時
期
に

は
、
体
育
協
会
の
各
競
技
団
体
と

連
携
し
、
芝
桜
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

◆
文
化
の
振
興

【
芸
術
文
化
の
振
興
】

　

個
性
豊
か
な
地
域
文
化
を
創
造

す
る
た
め
、
町
民
の
意
欲
的
な
文

化
活
動
を
促
進
し
、
町
民
文
化
祭

の
作
品
展
示
会
、
優
れ
た
芸
術
を

鑑
賞
す
る
機
会
な
ど
を
通
じ
て
、

町
民
の
創
作
活
動
を
奨
励
し
ま

す
。

【
文
化
遺
産
の
保
存
と
伝
承
】

　

町
内
に
多
く
存
在
す
る
貴
重
な

文
化
財
と
な
る
郷
土
資
料
の
収
集

保
存
や
遺
跡
を
計
画
的
に
調
査
・

発
掘
し
、
有
効
な
保
護
と
、
記
録

保
存
に
努
め
ま
す
。

◆
教
育
振
興
運
動
の
推
進

　

教
育
振
興
運
動
は
県
独
自
の
教

育
運
動
と
し
て
教
育
水
準
の
向
上

を
目
指
し
、
子
ど
も
、
親
、
教

師
、
地
域
社
会
、
教
育
行
政
の
５

者
の
連
携
の
も
と
で
自
主
的
な
運

動
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
実
践
区
に
お
い
て
「
子
ど
も

は
地
域
全
体
で
は
ぐ
く
む
」
と
い

う
機
運
を
高
め
、
地
域
づ
く
り
を

基
盤
に
据
え
た
住
民
運
動
と
し
て

推
進
し
ま
す
。
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◆
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い

て【
幼
児
教
育
の
充
実
】

　

預
か
り
保
育
や
給
食
の
実

施
な
ど
、
子
育
て
支
援
の
充

実
と
特
色
あ
る
幼
稚
園
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

【
学
力
向
上
】

　

基
礎
的
・
基
本
的
な
知

識
・
技
能
の
確
実
な
定
着
を

図
る
た
め
、
授
業
改
善
研
修

会
や
学
力
向
上
先
進
校
視
察

の
開
催
、
少
人
数
指
導
や
学

習
支
援
員
等
の
配
置
、
中
学

生
を
対
象
と
し
た
長
期
休
暇

中
の
特
別
学
習
会
な
ど
、
幅

広
い
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

　

ま
た
中
高
生
の
英
語
検
定

料
助
成
事
業
の
ほ
か
、
漢
字
能
力

検
定
へ
の
助
成
事
業
を
新
た
に
加

え
、
中
高
一
貫
教
育
の
中
で
学
力

向
上
を
図
り
ま
す
。

【
特
別
支
援
教
育
の
充
実
】

　

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
様
々
な
障
が
い
の
早
期
発
見

施政方針を述べる施政方針を述べる

戸草内教育委員長戸草内教育委員長

と
、
個
々
へ
の
き
め
細
か
な
指

導
・
支
援
計
画
の
作
成
に
努
め
る

と
と
も
に
、
特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
配
置
な
ど
に
よ
り
適

切
な
支
援
体
制
を
図
り
ま
す
。

【
道
徳
教
育
の
充
実
】

　

教
育
課
程
全
体
の
中
で
取
り
組

む
と
と
も
に
「
道
徳
の
時
間
」
を

充
実
さ
せ
、
日
常
生
活
と
結
び
つ

け
た
道
徳
的
実
践
力
の
育
成
に
努

め
ま
す
。

【
健
康
教
育
の
充
実
】

　

児
童
生
徒
、
教
職
員
の
検
診
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
小
中
学
校

の
給
食
費
の
助
成
や
食
育
の
推
進

を
図
る
た
め
、
軽
米
産
の
食
材
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。

【
環
境
教
育
の
充
実
】

　

学
校
給
食
に
お
け
る
牛
乳
パ
ッ

ク
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
を
継
続
実
施

す
る
と
と
も
に
、
太
陽
光
発
電
な

ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
学
習

を
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
日
常
生

活
の
中
で
、
体
験
活
動
を
通
じ
た

学
習
の
展
開
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
】

　

職
場
体
験
を
通
じ
て
、
働
く
こ

と
の
厳
し
さ
や
喜
び
を
感
じ
、
自

分
の
将
来
を
考
え
る
機
会
と
な
る

よ
う
職
業
観
の
醸
成
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
各
校
に
担
当
教
員
を
配
置
す

る
と
と
も
に
、
町
キ
ャ
リ
ア
教
育

推
進
協
議
会
と
連
動
の
も
と
進
め

ま
す
。

【
国
際
理
解
教
育
の
推
進
】

　

小
・
中
・
高
合
同
で
の
英
語
暗

唱
弁
論
大
会
の
開
催
な
ど
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
と

国
際
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

　

３
月
３
日
の
町
議
会
定
例
会
の
教
育
行
政
方
針
演
述
で
戸
草

内
勝
夫
教
育
委
員
長
は
「
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
が
施
行
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、教
育
委
員
会
制
度
改
革
に
対
応
し
な
が
ら
、

軽
米
町
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
教
育
行
政
の
な
お
一

層
の
推
進
に
努
め
て
参
り
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
本

年
度
の
主
な
施
策
、
事
業
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

中
高
生
の
海
外
派
遣
事
業
な
ど
グ

ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
の

育
成
に
努
め
ま
す
。

【
情
報
教
育
の
推
進
】

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
主
に
し
た
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
機
器
の
更
新
を
行
う
と

と
も
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
講
習
会
の
充

実
を
図
り
、
ま
た
、
情
報
モ
ラ
ル

に
関
す
る
教
育
は
、
家
庭
や
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
実
態
に

即
し
た
指
導
に
努
め
ま
す
。

【
適
応
指
導
の
充
実
】

　

生
徒
指
導
体
制
の
一
層
の
充
実

を
図
る
た
め
、
生
徒
指
導
研
修
会

や
学
校
警
察
連
絡
協
議
会
、
生
徒

指
導
連
絡
協
議
会
を
開
催
す
る
と

と
も
に
教
育
相
談
や
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
を
有
効
活
用
し
、
教

育
相
談
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

【
教
員
研
修
の
充
実
】

政政

針針
方方

施施

教教
育育

員
長長

委委
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　平成26年７月から新築工事を行っていた二戸消防署軽米分署が２月に完成しま
した。３月16日に行われた落成式では山本町長が「各所に最新の設備を備えて
おり、住民の皆様の安心・安全を守ることはもちろん、消防職員消防団員の訓練
や、地域住民に対する防災教育の実施など、地域の防災力の強化にも大きな役割
を果たす施設として活用していただきたい」とあいさつ。
　今回は、施設の内部をご紹介します。

防犯の意識を高める
～地域の安全は一人一人の心がけから～

　

平
成
26
年
度
は
、
車
門
地
区
が
『
鍵
か

け
モ
デ
ル
地
区
』
と
し
て
二
戸
警
察
署
か

ら
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
岩
手
県
、
特
に

県
北
地
方
は
昔
か
ら
「
お
隣
さ
ん
」
と
い

う
感
覚
で
安
心
し
、
鍵
を
か
け
ず
に
出
か

け
る
世
帯
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
現
在
は
、
車
の
普
及
に
よ
り
行

動
範
囲
も
広
く
な
っ
た
こ
と
で
、
他
の
地

域
の
方
も
比
較
的
多
く
入
っ
て
い
る
と
い

う
事
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

世
帯
訪
問
な
ど
を
行
っ
た
際
に
も
、
玄

関
に
施
錠
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
が
３
割
ほ

ど
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
当
町
で
の
『
鍵

か
け
モ
デ
ル
地
区
』
の
指
定
は
、
３
月
で

終
了
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
住
民
の

皆
さ
ん
が
防
犯
に
対
す
る
意
識
を
よ
り
高

く
持
ち
、
ち
ょ
っ
と
し
た
外
出
の
際
に
も

施
錠
を
し
、
盗
難
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う

に
心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
も
『
地
域
安
全
運
動
』
や
『
青

色
回
転
灯
パ
ト
ロ
ー
ル
』
な
ど
の
巡
回
活

動
に
よ
り
、
地
域
の
防
犯
に
努
め
ま
す
。

　

昨
今
、
全
国
的
に
振
り
込
め
詐
欺
な

ど
の
特
殊
詐
欺
被
害
の
増
加
が
問
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
岩
手
県
内
で
も
被

害
が
増
加
し
て
お
り
、
昨
年
は
84
件
で

４
億
２
０
０
０
万
の
被
害
が
あ
り
、
二

戸
警
察
署
管
内
に
お
い
て
も
、
５
件
で

４
６
０
万
円
ほ
ど
の
被
害
が
あ
っ
た
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

宅
配
便
や
ゆ
う
パ
ッ
ク
で
の
送
金
に
よ

る
被
害
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
若
者
を

狙
っ
た
サ
イ
ト
利
用
な
ど
の
架
空
請
求
詐

欺
も
出
現
す
る
な
ど
、
対
処
が
非
常
に
難

し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
が
特
殊
詐
欺
の
被
害
者
と

な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た

く
、
電
話
に
よ
る
詐
欺
が
最
も
多
い
こ
と

か
ら
、
電
話
機
に
貼
り
付
け
る
「
特
殊
詐

欺
防
止
」
の
啓
発
用
品
を
配
布
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。
不
審
に
感
じ
ら
れ
る

電
話
が
あ
っ
た
際
は
、
す
ぐ
お
近
く
の
警

察
や
役
場
に
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

特
殊
詐
欺
と
聞
く
と
、
ま
さ
か
自
分
が

だ
ま
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
思
っ
て
い

る
方
が
多
い
の
が
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
は
金
融
機
関
の
協
力
に
よ
り
、
多

額
の
現
金
の
引
き
落
と
し
は
す
ぐ
警
察
に

通
報
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
２
月
の

末
に
も
二
戸
管
内
で
、
５
０
０
万
円
ほ
ど

の
現
金
を
下
ろ
し
た
が
、
使
い
道
が
あ
い

ま
い
だ
っ
た
こ
と
か
ら
連
絡
が
来
て
お
話

を
伺
っ
た
と
い
う
事
案
も
あ
り
ま
し
た
。

３
月
に
入
っ
て
か
ら
は
「
通
帳
に
い
く
ら

入
っ
て
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
こ
と
を
聞

き
出
そ
う
と
す
る
電
話
が
か
か
っ
て
来

た
、
と
相
談
に
来
ら
れ
た
方
が
数
名
い
ま

し
た
。

　

警
察
と
し
て
は
、
被
害
に
遭
わ
な
か
っ

た
か
ら
よ
い
、
と
い
う
の
で
は
な
く
、
積

極
的
に
犯
人
を
捕
ま
え
る
こ
と
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

詐
欺
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
チ
ャ
ン
ス
は

２
回
。
お
金
を
下
ろ
す
前
と
、
下
ろ
し
た

お
金
を
振
り
込
む
前
で
す
。
お
金
の
絡
ん

だ
話
に
な
っ
た
と
き
は
、
ま
ず
警
察
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　―『防犯』―毎日のようにニュースで流れる様々な事

件は、今や他人事ではなくなりつつあります。地域の安

全はみんなで守る。しかし、その前に一人一人の心がけ

で防げることもきっとあるはずです。今回は町内で防犯

活動に携わる方々から現状と注意する点を伺いました。

二戸警察署
　軽米駐在所長

小野寺　雄
ゆう

二
じ

　さん

安
心
と
油
断
は
違
い
ま
す

ち
ょ
っ
と
し
た
外
出
で
も
鍵
か
け
を

増
え
る
特
殊
詐
欺
被
害

町
防
犯
協
会
が
啓
発
用
品
を
作
成

軽米町防犯協会　会長

日山　一
かず

夫
お

　さん

軽米町防犯隊　隊長

山舘　松
まつ

五
ご

郎
ろう

　さん

町防犯協会で作成したポップ
心当たりのない電話は要注意です

二戸消防署軽米分署が完成二戸消防署軽米分署が完成

防災資機材庫…山火事用資機材や
発電機などが入ります

消毒室…出動後の衣服を消毒する部
屋。右下に見えるのはオゾン装置

落成式前に行われたテープカット
の様子

（上）浴室、（下）洗面台…勤務は
交代制でも消防署は24時間休みな
し。泊りこみで常に火災、救急、
災害に備えます

事務室…窓の向かい側の壁には消
防本部との通信機材が並びます

食事室…職員の食事場所は、停電
時にも対応できます

研修室…マットを敷くことで、機
械等の実技講習も可能。奥の壁は
町産材を使用しています

「
料
金
未
払
い
で
あ
な
た
が
訴
え
ら
れ
て
い
る
」

と
い
う
内
容
の
ハ
ガ
キ
。
こ
れ
も
詐
欺
の
手
口
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平成27年度平成27年度
よろしくお願いします！

　保健師としては初心者ですが、町民
の皆様の健康をサポートできるよう全
力で頑張りたいと思います。よろしく
お願いします。

健康福祉課　保健師

小林真由美（駒板・33歳）

　今までたくさんお世話になった軽米
町に、これからは支える側として貢献
できるよう努めていきたいと思います。

教育委員会事務局　主事補

　横島　咲菜（横枕・22歳）

　保育士１年目です。毎日、笑顔で明
るく子どもたちと過ごしたいと思いま
す！よろしくお願いします。

晴山保育園　保育士

　長井　茉侑（沼・20歳）

　これからは、役場職員として自覚を
持ち全力で仕事に取り組んでいきたい
と思います。

地域整備課　運転手

苅敷山佳樹（下野場・22歳）

　町民の皆さんと一緒に、より良い町
づくりをしていくため、一生懸命がん
ばります。よろしくお願いします。

地域整備課　主事補

　川崎　彩香（岩崎・25歳）

太字は課長級職、◎はグループ長☆は新採用、　は併任、　は兼務、　は再任用、色付氏名は異動・昇格者

町役場組織と職員配置町役場組織と職員配置（敬称略）

　生まれ育った町の為に頑張っていき
たいと思います。よろしくお願いしま
す。

産業振興課　主事補

　関向　幹也（外川目・22歳）

　人生の先輩、職場の先輩方のお力を
借りながら、「らしく」いこうと思い
ます。

税務会計課　主事補

　野中　翔平 （上円子・22歳）

　何事にも全力で、前向きに、明るさ
を発揮して頑張ります。よろしくお願
いします。

町民生活課　主事補

　清藤　文喜（河北・18歳）

　子育ての経験を生かしながら、子ど
も一人ひとりに寄り添い良き理解者と
なるよう精一杯頑張り努めたいと思い
ます。

軽米保育園　保育士

安藤美由紀（小玉川・31歳）

　
　

園
長
代
理　

内
澤
典
子

　
　

上
席
主
任
保
育
士　

中
村
由
季

　
　

主
任
保
育
士　

下
斗
米　

敏

●
軽
米
保
育
園

　

園
長　
　
　
　

川
島
康
夫

　

課
長　
　
　
　

新
井
田
一
徳

　

環
境
整
備
グ
ル
ー
プ

　

◎
主
任
主
査　

江
刺
家
雅
弘

　
　

主
任
主
査　

輪
達
隆
志

　
　

主
査　
　
　

神
久
保
恵
蔵

　
　

主
査　
　
　

小
林
夏
樹

　
　

主
事　
　
　

玉
舘
博
一

　
　

運
転
手　
　

池
田
明
広

　

上
下
水
道
グ
ル
ー
プ

　

◎
主
任
主
査　

日
脇
邦
昭

　
　

主
任
主
査　

長
瀬
設
男

　
　

主
任
主
査　

中
村
勇
雄

　
　

主
任
主
査　

吉
岡
芳
幸

　
　

主
事　
　
　

玉
舘　

透

　

☆
主
事
補　
　

川
崎
彩
香

　

☆
運
転
手　
　

苅
敷
山
佳
樹

　

課
長　
　
　
　

日
山　

充

　

担
当
主
幹　
　

平　

俊
彦

　

課
長
補
佐　
　

吉
岡　

靖

　

課
長
補
佐　
　

小
林　

浩

　

企
画
グ
ル
ー
プ

　

◎
主
任
主
査　

畑
中
幸
夫

　
　

主
任
主
査　

小
林
千
鶴
子

　
　

主
事　
　
　

小
笠
原
信
也

　
　

主
事　
　
　

山
舘
さ
く
ら

　
　

運
転
手　
　

工
藤　

剛

　
　

用
務
員　
　

田
中
裕
子

　

総
務
グ
ル
ー
プ

　

◎
主
任
主
査　

角
田
貴
浩

　
　

主
査　
　
　

輪
達
ひ
ろ
か

　
　

主
事　
　
　

大
村
亮
憲

　
　

主
事　
　
　

笹
山
泰
嵩

　
　

主
事　
　
　

苅
谷
太
基

　
　

主
任
主
査　

中
村
利
見

　

総
務
課
付

（
山
田
町
派
遣
）　

外
山
和
寿

（
二
戸
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
）

　
　
　
　
　
　
　

上
村
利
広

（
岩
手
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
）

　
　
　
　
　
　
　

山
下
善
昭

　

（
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
）

　
　
　
　
　
　
　

工
藤
光
政

　

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い
ち
い
荘
派
遣
）

　
　
　
　
　
　
　

高
橋
良
春

　

（
野
田
村
派
遣
）
齋
藤　

崇

　

事
務
局
長　
　

日
山　

充

　
　

書
記　
　
　

輪
達
ひ
ろ
か

　

会
計
管
理
者
兼
課
長

　
　
　
　
　
　
　

山
田　

元

　

担
当
主
幹　
　

於
本
一
則

　

課
長
補
佐　
　

戸
田
沢
光
彦

　

課
税
グ
ル
ー
プ

　

◎
主
任
主
査　

福
島
貴
浩

　
　

主
任
主
査　

小
笠
原
達
夫

　
　

主
任
主
査　

日
山
一
則

　
　

主
事
補　
　

小
野
寺
史
葉

　

収
納
グ
ル
ー
プ
・
会
計
グ
ル
ー
プ

　

◎
主
任
主
査　

梅
木
勝
彦

　
　

主
任
主
査　

竹
澤
泰
司

　
　

主
事　
　
　

川
島
幸
徳

　

☆
主
事
補　
　

野
中
翔
平

　

課
長　
　
　
　

中
野
武
美

　

町
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　

◎
課
長
補
佐　

福
田
浩
司

　
　

主
任
主
査　

橋
場
光
雄

　
　

主
任
主
査　

鶴
飼
靖
紀

　
　

主
査　
　
　

野
中
孝
博

　
　

主
事　
　
　

藤
原
華
香

　
　

主
事　
　
　

山
田
の
ぞ
み

　

☆
主
事
補　
　

清
藤
文
喜

　

総
合
窓
口
グ
ル
ー
プ

　

◎
主
任
主
査　

古
舘
寿
徳

　
　

主
任　
　
　

紫
葉
千
賀
子

　
　

主
事
補　
　

福
田
丈
幸　

　
　

主
査　
　
　

中
野
と
き

●
小
軽
米
出
張
所

　
　

主
査　
　
　

小
笠
原
邦
之

　

所
長　
　
　
　

川
原
木
純
二

　

居
宅
サ
ー
ビ
ス
・
居
宅
介
護

　

支
援
グ
ル
ー
プ

　

◎
所
長
補
佐　

松
浦
近
子

　
　

主
事　
　
　

小
野
寺　

悟

　
　

生
活
相
談
員　

梅
木
久
美
子

　
　

介
護
福
祉
士　

外
川
愛
子

　
　

介
護
福
祉
士　

杉
浦
謙
二

　

課
長　
　
　
　

川
原
木
純
二

　

課
長　
　
　
　

高
田
和
己

　

農
政
企
画
グ
ル
ー
プ

　

事
務
局
長　
　

佐
藤
暢
芳

　

◎
主
任
主
査　

橋
本
邦
子

　
　

主
査　
　
　

鶴
飼
義
信

　

※
監
査
委
員
事
務
局
を
併
任

　

事
務
局
長　
　

高
田
和
己

　
　

主
任
主
査　

坂
本　

修

　
　

主
任　
　
　

紫
葉
優
樹

　
　

主
事　
　
　

小
林　

誠

　
　

主
事
補　
　

関
向
幹
也

総
務
課

税
務
会
計
課

町
民
生
活
課

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

健
康
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

健
康
福
祉
課

議
会
事
務
局

産
業
振
興
課

農
業
委
員
会
事
務
局

地
域
整
備
課

←
←

　

◎
主
任
主
査　

坂
本　

修

　
　

主
任
主
査　

戸
草
内
和
典

　
　

主
任　
　
　

紫
葉
優
樹

【
退
職
者
】
敬
称
略

（
平
成
27
年
３
月
31
日
付
）

　

教
育
次
長　
　

佐
々
木　

久

　

教
育
総
務
グ
ル
ー
プ

　

◎
主
任
主
査　

川
原
木
祐
子

　
　

指
導
主
事　

八
ツ
役
真
司

　
　

主
査　
　
　

於
本
博
之

　
　

主
任　
　
　

寺
地
亜
紀
子

　
　

主
任　
　
　

千
葉
久
司

　
　

主
事　
　
　

山
下
博
之

　

☆
主
事
補　
　

横
島
咲
菜

　
　

運
転
手　
　

古
舘
義
明

　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　

◎
主
任
主
査　

大
清
水
一
敬

教
育
委
員
会
事
務
局

野
中　

勲
（
総
務
課
長
）

中
里
早
苗
（
健
康
福
祉
課
長
）

日
山
愛
子
（
上
席
主
任
栄
養
士
）

兼
田
英
明
（
地
域
整
備
課
長
）

工
藤
光
政
（
教
育
次
長
）

高
橋
良
春
（
議
会
事
務
局
長
）

大
村
眞
理
子
（
軽
米
保
育
園
長
代
理
）

中
里
祥
子
（
保
健
師
）

袰
主
勝
幸
（
運
転
手
）

　
　

主
任
兼
学
芸
員　

藤
田
直
行

　
　

主
事　
　
　

大
川
訓
寿

　
　

主
事　
　
　

関
向
哲
志

　
　

主
事　
　
　

菅
原
里
枝

　
　

主
事
兼
社
会
教
育
主
事　

　
　
　
　
　
　
　

古
里
結
美

●
町
立
図
書
館
・
軽
米
中
央
公
民
館

　

館
長　
　
　
　

佐
々
木　

久

　
　

主
任
主
査　

工
藤
祥
子

●
軽
米
幼
稚
園

　

園
長　
　
　
　

圃
田
清
和

　
　

園
長
代
理　

古
舘
孝
子

　
　

教
諭　
　
　

山
仁
江
利
子

　
　

教
諭　
　
　

吉
田
彩
香

●
学
校
用
務
員

　
　

軽
米
中　
　

藤
嶋
百
合
子

←
←

←

　
　

主
任
主
査　

鎌
戸
和
則

※
水
道
事
業
所
職
員
を
併
任

　

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

◎
課
長
補
佐　

坂
下
浩
志

　
　

主
査　
　
　

関
向
孝
行

　
　

主
事　
　
　

加
藤
美
紀

　
　

主
事　
　
　

小
野
寺
繭
子

　
　

主
事　
　
　

日
山
菜
穂
実

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

上
席
主
任
看
護
師　

内
城
良
子

　
　

主
任
看
護
師　

下
谷
地
由
美
子

　
　

社
会
福
祉
士　

田
代
沙
織

　
　

保
健
師　
　

八
幡
美
紀

　

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

◎
主
任
主
査　

大
西　

昇

　
　

上
席
主
任
栄
養
士　

工
藤
晃
子

　
　

保
健
師
長　

日
向
安
子

　
　

主
任
看
護
師　

藤
田
美
枝
子

　
　

主
任
社
会
福
祉
主
事
兼
栄
養
士

　
　
　
　
　
　
　

山
田
里
美

　
　

保
健
師　
　

瀧
澤
さ
や
か

　

☆
保
健
師　
　

小
林
真
由
美

　
　

主
任
保
健
師　

中
里
早
苗

　
　

主
任
保
健
師　

櫻
場
栄
子

　
　

主
任
保
育
士　

榿
澤
順
子

　
　

保
育
士　
　

増
尾
祐
子

　
　

保
育
士　
　

金
田
奈
々

　
　

保
育
士　
　

古
川　

唯

　
　

保
育
士　
　

日
山
侑
香

　

☆
保
育
士　
　

安
藤
美
由
紀

　
　

調
理
師　
　

新
井
田
直
子

●
小
軽
米
保
育
園

　

園
長　
　
　
　

堀
米
豊
樹

　
　

園
長
代
理　

野
中
恵
美
子

　
　

上
席
主
任
保
育
士　

川
崎
弥
生

　
　

保
育
士　
　

大
清
水
恵

　
　

保
育
士　
　

滝
沢
暢
子

　
　

保
育
士　
　

大
内
蔵
由
貴
子

　
　

調
理
師　
　

平
船
シ
ズ
エ

●
晴
山
保
育
園

　

園
長　
　
　
　

小
笠
原　

亨

　
　

園
長
代
理　

安
藤
京
子

　
　

上
席
主
任
保
育
士　

長
坂
佐
知
子

　
　

上
席
主
任
保
育
士　

小
林
留
美
子

　
　

保
育
士　
　

坂
本
麻
衣
子

　

☆
保
育
士　
　

長
井
茉
侑

●
笹
渡
保
育
園

　

園
長　
　
　
　

石
川
敦
子

　
　

主
事　
　
　

小
林　

誠

　

☆
主
事
補　
　

関
向
幹
也

　

農
林
振
興
グ
ル
ー
プ

　

◎
主
任
主
査　

工
藤　

薫

　
　

主
任
主
査　

小
笠
原
隆
人

　
　

主
事
補　
　

明
岡　

寿

　
　

主
査　
　
　

日
山
久
志

　

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　

◎
主
任
主
査　

松
山　

篤

　
　

主
任
主
査　

外
山　

充

　
　

主
査　
　
　

寺
地
隆
之

　
　

主
任
主
査　

江
刺
家　

高
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岩
手
県
消
防
定
例
表
彰

式
が
３
月
17
日
に
盛
岡
市

の
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
、
町
の
消
防
団
員

や
婦
人
消
防
協
力
隊
員
な

ど
、
長
年
に
わ
た
り
消
防

活
動
に
貢
献
し
た
功
労
者

20
人
に
表
彰
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
後
、
受
章
者
ら

は
役
場
を
訪
れ
、
山
本
町

長
に
受
章
の
喜
び
を
報
告

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
町
消
防

団
に
対
し
て
も
日
本
消
防

協
会
か
ら
優
良
消
防
団
表

彰
を
、
岩
手
県
消
防
協
会

か
ら
は
無
火
災
表
彰
を
受

章
し
ま
し
た
。

★消防庁長官表彰

　【永年勤続功労章】山野下信夫（副本部長）

★岩手県知事表彰

　【功績章】大村錦一（分団長）

　　　　　　清水隆治（分団長）

　　　　　　中野弘（副分団長）

　　　　　　古里素祐（副分団長）

　　　　　　高柳文昭（副文団長）

★日本消防協会長表彰

　【功績章】日向日出男（副団長）

　【精績章】袰主文雄（本部付分団長）

　【勤続章】古舘勲（分団長）

　　　　　　堀米成嘉（副分団長）

　　　　　　澤田晶（部長）

　　　　　　佐々木晃（部長）

　　　　　　平林和代司（部長）

★岩手県消防協会長表彰

　【功労章】下谷地敦雄（分団長）

　【功績章】高橋薫（分団長）

　　　　　　堀米成嘉（副分団長）

　　　　　　畑林悦男（部長）

　【内助功労】高柳智恵子（分団長令夫人）

　　　　　　下谷地安子（分団長令夫人）

　【優良協力隊員】

　　　　　　田中トヨ（小軽米地区隊員）

　　　　　　笹山ひとみ（山内地区隊員）
受章の報告に山本町長のもとを訪れた消防団員ら

消防活動に貢献した
　功労者20人が受章

受章者（敬称略） -平成26年度岩手県消防表彰式-

平成27年度から

　児童生徒医療費助成制度を拡大します児童生徒医療費助成制度を拡大します

　児童生徒医療費助成制度の受給対象年齢を18歳到達後の最初の３月31

日までに拡大します。さらに、対象医療機関の範囲も拡大します。

●変更点●
≪現行制度≫

受給対象…小学生及び中学生（就学時から15歳に達する年度の３月末まで）

対象医療機関…町内の保険医療機関及び町内の保険調剤薬局

申請方法…医療機関窓口で一部負担金相当額を支払った後、月ごとにまとめ

た領収書と申請書を町民生活課まで提出する。

受給対象…就学時から18歳に達する年度の３月末まで

対象医療機関…保険医療機関及び保険調剤薬局（町内・町外は問いません）

申請方法…医療機関窓口で一部負担金相当額を支払った後、月ごとにまとめ

た領収書と申請書を町民生活課まで提出する。

≪４月１日から≫

新しい児童生徒医療費助成制度を利用するためには、年齢により手続きが異なります。
◎以下に該当する方は手続きが必要になりますので、申請書を送付します。

　・現在、乳幼児医療費助成制度を利用している方で平成27年４月から小学校に入学される方

　・平成９年４月２日から平成12年４月１日生まれの方（進学、就職等の有無は問いません）

　現在、児童生徒医療費助成制度を利用していない方で受給対象年齢に該当する方は申請をすることで、

助成を受けることができます。

　申請には、印鑑（シャチハタ不可）、子どもの保険証、通帳が必要です。町民生活課窓口で随時受付を

しています。（ただし、申請をした月の初日から該当になります）

◎以下に該当する方は、手続きは不要です。

　・現在、児童生徒医療費助成制度を利用している方で平成27年度に小学２年生～中学３年生の方（平

成12年４月２日から平成20年４月１日生まれの方）

※現在使用中の児童生徒医療費受給者証については４月以降もそのまま使用できます。

※平成27年４月診療分から町外の医療機関についても医療費の申請ができますが、平成27年３月診療以

前の申請は町内の医療機関等のみです。

一口メモ

医療費助成制度とは？

　医療機関等で保険診療を受けた

場合に、窓口で支払った一部負担

金を受給者に給付する制度です。

　町では、各種医療費の助成を行っています。

　申請手続きは、町民生活課で受け付けています。該当する

事業により申請に必要なものが異なりますので、該当する場

合は窓口もしくはお電話にてお問い合わせください。

【問い合わせ先】

町民生活課　町民生活グループ（☎４６－４７３４）

　電気自動車（EV）用充電スタンド
役場庁舎前、ミル・みるハウスに設置　

　

Ｅ
Ｖ
な
ど
次
世
代
自
動
車
の

普
及
に
対
応
す
る
た
め
、
町
役

場
庁
舎
前
と
ミ
ル
・
み
る
ハ
ウ

ス
に
設
置
が
進
め
ら
れ
て
き
た

急
速
充
電
設
備
の
設
置
工
事
が

完
了
し
、
３
月
２
日
か
ら
利
用

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

利
用
に
は
専
用
の
カ
ー
ド

（
お
で
か
け
Ｃ
ａ
ｒ
ｄ
な
ど
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
使
い

方
は
機
械
に
カ
ー
ド
を
か
ざ
す

だ
け
と
簡
単
。
30
分
ほ
ど
で
お

よ
そ
80
％
の
充
電
が
可
能
で
す
。

　

利
用
開
始
に
あ
た
り
山
本
町

長
は
「
役
場
で
の
手
続
き
の
つ

い
で
や
、
ミ
ル
・
み
る
ハ
ウ
ス

で
の
買
い
物
の
つ
い
で
な
ど
気

軽
に
利
用
し
て
相
乗
効
果
に
つ

な
が
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
期
待

を
込
め
ま
し
た
。

利用開始には町長も立ち会いました

こ
の
看
板
が
目
印
で
す

ミルみるハウスに設置された充電

スタンド
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　おとふけ食のフォーラムが総合福祉セン

ターで開かれ、勝本吉伸氏や佐々木達氏の

地産地消に関する講演が行われました。ま

た、学校給食の試食や餅つき体験のほか、

おおそでくんキッチンで料理をする子ども

たちの様子などがパネルで紹介されました。

音更町だより

昭和60年10月31日姉妹提携

お
と
ふ
け
の
「
食
」
を
知
る
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た

空き缶集め、車いすを寄贈
小軽米小が車椅子を寄贈

「おじいちゃん、おばあちゃんも喜びます」と受け取りました

◆皆さんの地域の話題や情報をお待ちしています。
　総務課広報担当（☎４６－２１１１・内線２０６）までご連絡ください

軽米の観光と物産のＰＲ
軽米町観光と物産キャンペーン

　町読書のつど

い（町教育委員

会・町立図書館

主 催 ） が ２ 月

28 日、中央公

民館で開催され

ました。子ども

司書講座（当誌

№ 665 号参照）

の認定証が授与

されたほか、読

読書好きの子供たちに表彰
町読書のつどい

■子ども司書

　小林千
ち

衣
え

良
り

（軽米小３年）、古里紘
こう

己
き

（晴山小６年）、

苅谷愛
あい

莉
り

（晴山小５年）

■読書感想画部門

<小学校１・２年の部>最優秀賞：寺地惇
あつ

喜
き

（軽米小１

年）優秀賞：畑中美
み

緒
お

（晴山小１年）

■読書感想文部門

<小学校３・４年の部>最優秀賞：寺地就
ゆき

哉
や

（軽米小３

年）優秀賞：日影千
ち

夏
なつ

（晴山小４年）<小学校５・６年

の部>最優秀賞：兼田愛
め

唯
い

（小軽米小６年）優秀賞：河

村尚
な

緒
お

（晴山小６年）<中学校の部>最優秀賞：戸草内葉
は

月
づき

（軽米中３年）優秀賞：小笠原美
み

紀
き

（軽米中２年）書感想文・感想画コンクール表彰式では、各部門

の入賞者に表彰状が手渡されました。また、ＮＰ

Ｏ法人はちのへ未来ネット代表理事の平間恵美さ

んによる段ボールシアターやブラックシアターが

行われ、参加者らは物語の魅力に引き込まれてい

ました。

　子ども司書の認定者とコンクールの表彰者は右

のとおりです。（学校・学年は受賞当時、敬称略）

表彰状を受け取る受賞者

　二戸警察署小軽米駐在所長の瀧澤和
かず

博
ひろ

さんから

「小軽米保育園」と園名の入った木彫りの看板が贈

られました。子どもの工作を手伝ったのが木工との

出会いと話す瀧澤さんは、その時見つけた創英新江

戸文字というワープロ独特の字体に魅了され、現在

までの作品数は400点を超えるとのこと。これまで

の赴任地でもお寺や学校などに作品を寄贈してお

り、今後も町の施設などに贈りたいと話しました。

駐在さんの匠の技
小軽米駐在所長が保育園に看板寄贈

瀧澤さん（左）から看板を受け取った新井田小軽米保育園長

　軽米高校で３月18日・19日の２日間、有名予備

校の講師を招いて国語、数学、英語の特別課外授業

が行われました。英語の授業では、長文の読解力を

つけるため、文章を区切って短い文節を読み解くこ

とで文章全体を推測する方法を学びました。「最初

はどんなに短く区切ってもいい。少しずつつなげて

いけばどんな長文も読めるようになる」というアド

バイスを受け、みな真剣に取り組んでいました。

目標大学を見据えて
軽米高校春季特別課外授業

講師の解説を真剣に聞く軽高生たち

　町立小軽米小学校で３月３日、町内にあるデイサ

ービスセンターせせらぎに車いすが贈られました。

空き缶回収の収益金で車いすを購入。およそ２万本

で車いす１台分になり、同校と統合する前の小玉川

小学校時代から続いている伝統の活動です。環境ボ

ランティア委員長の大谷崇
たか

仁
ひと

くんは「みんなの協力

で今年も達成することができました。大事に使って

ほしいです」と目標達成を喜んでいました。

　観光と物産キャンペーン（町観光協会主催）が３

月７日と８日、八戸市で開催されました。物産展に

は雑穀やさるなしを使った町の特産品、木炭や味

噌、醤油などが並べられ、多くの来場者が集まり、

買い物を楽しんでいました。

　チューリップ苗のプレゼントには山本町長も参

加。５月に行われる「森と水とチューリップフェス

ティバル」をＰＲしました。

軽米町の特産品が並んだ物産コーナー。来場者に自慢の

品をPRしました

　円子神社で３月15日、『お湯釜祭』が行われま

した。釜の中に沸いたお湯をかきまぜ、立ち上る湯

気の切れ方により吉凶を占うこの行事は250年以上

の歴史を持ち、藩主の病気の治癒を願った祈祷が始

まりとされているそうです。今年は米や雑穀、野菜

などの農産物や、牛、豚などの畜産物の出来と価格

のほか、地震や台風といった災害などを占い、例年

にないほどの吉兆とのことでした。

今年はどんな年になる？
円子神社お湯釜祭

沸き立つ湯気をじっと見守ります
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※
町
文
化
協
会
「
北
光
吟
社
」
の
例
句
会
よ
り
俳
句
を
紹
介
し
て
い
ま
す

平成27年 (2015) ４月号…1819 673号…広報かるまい

軽
米
の

　

埋
も
れ
し
宝 

76

～
弥
生
時
代
の
道
具
⑦

　
　
　
　
　

弥
生
の
土
偶
～

軽米町馬場野Ⅱ遺跡出土の土偶
正面（左）と横（右）
写真提供：（公財）岩手県文化振興事

業団埋蔵文化財センター

　

縄
文
時
代
に
流
行
し
た
粘
土
で
形
作

る
土ど

偶ぐ
う

は
、
最
終
末
の
晩
期
前
葉
に
最

盛
期
を
迎
え
、
大
き
な
ゴ
ー
グ
ル
を
掛

け
た
よ
う
な
目
が
特
徴
の
「
遮し

ゃ

光こ
う

器き

土ど

偶ぐ
う

」
と
呼
ば
れ
る
精
巧
で
華
麗
な
装
飾

が
施
さ
れ
る
も
の
に
な
り
ま
し
た
（
平

成
22
年
5
月
～
7
月
号
第
17
回
～
19
回

参
照
）。

　

し
か
し
、
そ
の
後
に
作
ら
れ
る
土
偶

は
、
目
は
小
さ
く
簡
単
な
だ
円
で
表
現

さ
れ
、
ま
た
手
や
足
、
顔
の
表
現
な
ど

が
簡
略
化
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。ま
た
、

頭
頂
部
が
髪
を
結
っ
た
よ
う
に
表
現
さ

れ
る
も
の
は
「
結け

っ

髪ぱ
つ

土
偶
」
と
も
呼
ば

れ
、
縄
文
時
代
晩
期
後
葉
～
弥
生
時
代

に
流
行
し
ま
す
。

　

軽
米
町
馬ば

場ば

野の

Ⅱ
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
土
偶
（
写
真
）
は
、
頭
頂
部
に
結
髪

を
表
現
し
た
飾
り
が
あ
り
、
沈ち

ん

線せ
ん

と
刺し

突と
つ

文も
ん

が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
顔
面
部
と

と
の
間
に
は
隙す

き

間ま

が
あ
り
、
ア
ー
チ
状

に
載
っ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

顔
面
は
、鼻び

部ぶ

か
ら
眉び

間け
ん

、眉び

弓き
ゅ
う（

眉

毛
の
あ
る
と
こ
ろ
）に
か
け
て
隆

り
ゅ
う

起き

し
、

鼻
の
穴
こ
そ
刺
突
で
表
現
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
目
・
口
・
耳
が
省
略
さ
れ
て
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
膨ふ

く

ら
み
が
な
く
板

状
に
な
り
、
全
体
が
首
か
ら
や
や
斜
め

前
に
突
き
出
し
て
い
ま
す
。

　

体
部
は
、
中
空
（
中
が
空
洞
）
で
膨

ら
み
の
あ
っ
た
遮
光
器
土
偶
に
比
べ
る

と
、
薄
い
板
状
と
な
り
立
体
感
が
乏と

ぼ

し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
正
面
に
は
着

ち
ゃ
く

衣い

を

表
す
よ
う
な
「
Y
」
字
の
沈
線
が
あ
り
、

そ
の
両
側
に
乳
房
の
隆
帯
を
貼
り
付
け

た
よ
う
な
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
特
徴
か
ら
、
こ
の
土
偶
は
弥

生
時
代
前
期
頃
（
約
２
千
年
前
）
に
作

ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

遮
光
器
土
偶
と
比
べ
技
術
的
に
退
化

し
た
と
も
言
え
る
よ
う
な
造
形
の
変
化

は
、
縄
文
的
な
習
慣
を
弥
生
時
代
ま
で

残
し
な
が
ら
も
、
土
偶
に
込
め
る
願
い

や
様
々
な
祈
り
の
儀
式
が
衰
退
し
て
い

っ
た
こ
と
を
物
語
る
の
で
し
ょ
う
か
。

（
教
育
委
員
会
学
芸
員　

藤
田
直
行
）

■夢・希望・えんぴつ■

　軽米小学校　６年　軽米小学校　６年

下谷地　璃
り

樹
き

 さん

　　（本　町）　　　

　

ぼ
く
た
ち
５
年
生
は
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
に
、
エ
ゴ
マ
に
つ

い
て
学
習
を
し
ま
し
た
。
様
々
な

体
験
を
す
る
中
で
、
初
め
て
知
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
く
油
体
験
で
は
、
韓
国
か
ら

輸
入
し
た
機
械
で
、
時
間
を
か
け

て
し
ぼ
り
だ
す
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
一
時
間
で
、
少
し
の
エ
ゴ
マ

油
し
か
し
ぼ
れ
な
い
の
で
、
と
て

も
貴
重
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

調
べ
学
習
で
は
、
エ
ゴ
マ
の
効

能
に
つ
い
て
知
り
ま
し
た
。
血
液

を
サ
ラ
サ
ラ
に
し
て
す
る
こ
と
が

が
ん
の
予
防
効
果
が
あ
る
こ
と
、

ア
ト
ピ
ー
性
皮
ふ
炎
の
人
は
、
肌

に
直
接
ぬ
る
と
い
い
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。

　

苗
を
植
え
る
体
験
か
ら
エ
ゴ
マ

を
使
っ
た
調
理
の
体
験
ま
で
、
大

村
税
さ
ん
と
中
里
多
喜
男
さ
ん
に

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
初
め
て
知
る
こ
と

ば
か
り
で
、
エ
ゴ
マ
へ
の
興
味
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

６
年
生
の
修
学
旅
行
で
は
、
こ

の
１
年
間
で
体
験
し
た
こ
と
や
調

べ
て
分
か
っ
た
こ
と
を
仙
台
や
松

島
の
人
た
ち
に
伝
え
る
予
定
で

す
。
分
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
り
な

ど
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
修
学
旅
行
以
外
で

も
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
広
め
て
い

け
る
よ
う
に
、
み
ん
な
で
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

エ
ゴ
マ
学
習
で
学
ん
だ
こ
と

今
月
の
俳
句
（
北
光
吟
社
２
月
例
句
会
）

笑 顔 あ つ ま れ ！　 み ん な の 広 場

　

中
野
さ
ん
は
現
在
の
職
場
に
務
め

て
４
年
目
に
な
り
ま
す
。
明
る
く
、

と
て
も
多
趣
味
な
方
で
し
た
。

Ｑ
、
自
分
の
性
格
を
一
言
で
言
う
と
？

　

頑
張
り
屋
さ
ん
で
素
直
な
子
、
ふ

わ
ふ
わ
し
て
る
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

Ｑ
、
今
の
職
業
を
や
っ
て
み
て
？

　

地
元
が
好
き
だ
し
、
細
か
い
仕
事

が
得
意
な
の
で
選
び
ま
し
た
。
１
ヶ

月
の
研
修
を
経
て
、
辛
く
て
挫
折
す

る
時
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
が
、
み

ん
な
優
し
く
て
頑
張
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
感
じ
で

と
て
も
楽
し
い
職
場
で
す
。

Ｑ
、
趣
味
や
休
日
に
や
る
こ
と
は
？

　

趣
味
は
映
画
や
カ
ラ
オ
ケ
や
ド
ラ

イ
ブ
、
パ
ズ
ル
で
す
。
天
気
が
い
い

日
は
、
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
す
る
の
も
好

小
軽
米
の
川
を
き
れ
い
に
し
て
ほ
し
い

中野　はるか さん
（22歳、下河南）

身長162㌢、みずがめ座

㈱アイソニック

き
で
す
。
吹
奏
楽
部
だ
っ
た
の
で
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
け
ま
す
！

Ｑ
、
あ
な
た
の
夢
（
目
標
）
は
？

　

た
く
さ
ん
旅
行
に
行
き
た
い
で
す
。

Ｑ
、
町
を
ど
う
思
い
ま
す
か
？

　

自
然
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
の
ど

か
で
良
い
町
だ
と
思
い
ま
す
。
小
軽

米
の
川
の
草
木
を
伐
採
し
て
、
散
歩

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
‼

▼
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
…
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

▼
好
き
な
食
べ
物
…
フ
ル
ー
ツ
、
ひ
っ
つ
み

▼
今
の
悩
み
は
…
未
成
年
に
間
違
え

ら
れ
職
務
質
問
さ
れ
る
こ
と
。
笑

▼
理
想
の
異
性
の
タ
イ
プ
…
笑
顔
が
素

敵
で
あ
い
さ
つ
を
き
ち
ん
と
し
て

く
れ
る
人
。
芸
能
人
だ
と
福
士
蒼

汰
さ
ん
。

人
生
の
節
目
の
集
ひ

人
生
の
節
目
の
集
ひ
四四しし

温温お
ん
お
ん

晴晴ば
れ
ば
れ

三
上　

千
栄
女

三
上　

千
栄
女

悴悴か
じ
か

か
じ
か

む
手
息
ふ
き
か
け
て
孫
帰
る

む
手
息
ふ
き
か
け
て
孫
帰
る

千
葉　

紅
園

千
葉　

紅
園

枯枯か
れ
か
れ

蘆蘆あ
し
あ
し

の
奥
に

の
奥
に
透透すす

け
見
ゆ
白
鷺
よ

け
見
ゆ
白
鷺
よ

千
葉　
ふ
み
子

千
葉　
ふ
み
子

金
星
を
明
る
さ

金
星
を
明
る
さ
競競き

そ
き
そ

い
月
い
月
冴冴ささ

ゆ
る
ゆ
る

川
﨑　

郁
子

川
﨑　

郁
子

白
梅
の
咲
く
道
を
ゆ
く

白
梅
の
咲
く
道
を
ゆ
く
葬葬そ

う
そ
う

の
列
の
列

中
野　
と
き
子

中
野　
と
き
子

真真ま
っ
ま
っ

直直す
ぐ
す
ぐ

に
伸
び
し

に
伸
び
し
二二ふ

た
ふ
た

枝枝え
だ
え
だ

猫
柳
猫
柳

早
川　

慶
子

早
川　

慶
子

春春し
ゅ
ん

し
ゅ
ん

泥泥で
い
で
い

に
長
靴
と
ら
れ
た
る
子
か
な

に
長
靴
と
ら
れ
た
る
子
か
な

中
田　

紀
子

中
田　

紀
子

雪雪
解解どど

け
の
水
音
ひ
び
く
雪
谷
川

け
の
水
音
ひ
び
く
雪
谷
川

川
島　

由
蔵

川
島　

由
蔵

小
岩
井
の
夜
空
に
咲
く
や

小
岩
井
の
夜
空
に
咲
く
や
冬冬ふ

ゆ
ふ
ゆ

花花は
な
は
な

火火びび

丹
下　

美
恵
子

丹
下　

美
恵
子

凍凍しし

み
大
根
さ
ら
し
清
流
な
り
し
頃

み
大
根
さ
ら
し
清
流
な
り
し
頃

松
村　

英
子

松
村　

英
子

宝
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　春の全国交通安全運動が、平成27年４月６日

から15日までの10日間実施されます。

≪運動の基本及び重点≫

　○新入学児童など子どもの交通事故防止

　○自転車の安全利用の促進

　○全ての座席のシートベルトとチャイルドシー

　　トの正しい着用の徹底

●新入学児童、子どもと高齢者を交通事故から守

　りましょう

　　子どもや高齢者を発見したときは、いつでも

　止まれるようにスピードを落とすなど、思いや

　りのある運転に努め、子どもと高齢者を事故か

　ら守りましょう。

●自転車も車の仲間です！

　　自転車も自動車と同様、車両です。必ず交通

　ルールを守りましょう。

～春の交通安全運動の実施～

二戸警察署軽米駐在所（☎４６－２００４）

活安全の森生

健康福祉課
保健師　瀧澤さやか

｢春を元気に過ごしましょう！｣

丈夫に丈夫に
育つ育つ

元気に元気に
働く働く

健やかに健やかに

過ごす過ごす
健康福祉課（☎４６－４１１１）

※（累計）は１月からの合計です。見直しにより前月の数値と異なる場合があります

２月の事故と救急の数字

▼町内の交通事故、救急車出動回数
当月 累計 昨年比

人 身 事 故 ０件 ０件 －３

死 亡 者 ０人 ０人 ±０

負 傷 者 ０人 ４人 －３

物 損 事 故 13件 41件 －９

救急車出動回数 39回 75回 －３

　季節の変わり目は、からだやこころに、その季節

に対応するための様々な変化を起こします。こうし

た時期に持病が再発したり、悪化することも少なく

ありません。さわやかな気持ちで春を過ごすため

に、｢こころ｣と｢からだ｣がスッキリする方法をご紹

介します。

①快眠 

　｢春眠暁を覚えず｣とは言いますが、よい目覚め

は、気分爽快な１日のスタートです。

その工夫として

　○朝日が入る窓のカーテンは、開けて眠る。

　○午前中に光を浴びる。

　○その日のうちに眠る。

▼２月の飲酒運転検挙者はありません

お役立ち情報

ー今月の新刊ー

　くまのプーさん、アナと雪の
女王、ベイマックスなどディズ
ニーキャラクターのお弁当レシ
ピを紹介します。誕生日、運動
会など楽しいイベントにぴった
りのメニューも併せて掲載。

　住民が相互に監視し、密告す
る。危険人物とされた人間は、
ギロチンにかけられる――身に
覚えがなくとも。逃げ場のない
この世界で、暴走する公権力に
孤独なヒーローが立ちはだか
る！

【児童書】 【一般書】

著 / 瀧井宏臣

作・絵/かしわらあきお （
ブ
テ
ィ
ッ
ク
社
）

（
光
文
社
）

　ぴんくちゃんとあおちゃん、
しろちゃんがみんなで変身！次
はなにになるのかな？コントラ
ストの強いピンク・青・白が赤
ちゃんの目を引く、カラフルで
楽しい絵本です。

書館だより図 町立図書館（☎４６－４３３３）

（
講
談
社
）

（
学
研
教
育
出
版
）

火星に住むつもりかい？

ぴんくちゃん あおちゃん 
しろちゃん

ディズニーキャラクターの
お弁当レシピ

著/伊坂幸太郎

図書館利用案内
日時：4月18日(土) 10:00 ～ 11:00
場所：図書館となりの蔵

東京大空襲を忘れない

　279 機もの爆撃機の空襲を受
け、ひと晩で 10 万人近くの命
が奪われた東京大空襲。1945
年 3 月 10 日に起きたおそろし
い出来事を、生存者の証言をも
とに描きます。

著/宮崎真美

②適度な運動

　冬に凝り固まった体を柔軟にすることも、春の健

康管理の重要なポイントです。特に天気の良い日

は、部屋から出てウォーキングやストレッチをしま

しょう！

ストレッチのポイント

　○息を止めずに、ゆっくり呼吸しながら行う。

　○反動を使わずに痛くない程度で行う。

　体を春モードにチェンジし不調

をはねのけて、さわやかな季節を

迎えましょう！

●全ての座席でシートベルト・チャイルドシー

　トを着用しましょう

　　シートベルトを着用していないと交通事故

　が起きた際にハンドルや天井に叩きつけられ

　たり、車外に放出されるなど、大怪我や死亡

　事故につながります。同乗者全員にシートベ

　ルトを着用させましょう。

対象：幼児
　　　小学校低学年

目 地域包括支援センター（☎４６－４１１１）
指そう！はつらつ人生

認知症や介護体験について語り合う

　３月18日に町防災センターで介護者のつどい

「ゆったり介護の会」が開催されました。

　平成26年度、最後の開催は、久慈市で「認知

症の人と家族の会」の代表を務める川向幸子さん

をお招きし、認知症や介護体験について語り合い

ました。

　川向さんは、若年性アルツハイマーの夫を13

年間、献身的に介護されましたが、地域の人に病

気を理解してもらえず苦しんだこともあるそうで

す。

　認知症は誰もがかかる可能性がある脳の病気で

すが、周りの人が理解し寄り添うことで、本人の

気持ちが落ち着き、安心して暮らすことができま

す。

　また、介護する人も元気でいるために、悩みを

抱えこまず、適切なサービスを利用したり相談す

ることが大切です。

　介護者のつどい「ゆったり介護の会」は、介護

の方法について勉強したり、介護に関心のある方

の交流の場として、毎月第３水曜日の午後１時半

から町防災センターで開催しています。どなたで

も参加できますので、気軽にお越しください。

　お問い合わせは地域包括支援センター（健康ふ

れあいセンター内☎４６－４１１１）まで。

川
向
さ
ん
の
話
に
共
感
を
覚
え

な
が
ら
聞
き
入
る
参
加
者

～ゆったり介護の会～
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お知らせお知らせ
情　報情　報
Information

　

ふくもりたこどもクリ

ニック　　（☎43-3137）

一戸町

一　戸

こしみず歯科クリニック

（☎33-4618）

一戸町

一　戸

藤田内科

　　　　　（☎38-2772）

二戸市

浄法寺

渡辺歯科医院

（☎23-2052）

二戸市

堀　野

二戸クリニック

（☎25-5770）

二戸市

石切所

ムカイダ歯科クリニック

（☎46-4636）

軽米町

蓮台野

すがわら消化器内科

　　　　　（☎23-2879）

二戸市

福　岡

森川歯科医院

（☎23-6361）

二戸市

堀　野

金田一診療所

（☎27-2205）

二戸市

金田一

岩渕歯科医院

（☎32-2238）

一戸町

一　戸

むらかみ医院いたみのク

リニック　（☎48-1500）

軽米町

岩　崎

窪島歯科医院

（☎23-2425）

二戸市

福　岡

よこもり眼科クリニック

　　　　　（☎22-2230）

二戸市

堀　野

宮沢歯科医院

（☎46-2953）

軽米町

元屋町

千葉耳鼻咽喉科医院

（☎23-2009）

二戸市

福　岡

ほんだ歯科クリニック　

　　　　　（☎23-9591）

二戸市

石切所

４月19日（日）

26日（日）

29日（水）

５月３日（日）

４日（月）

５日（火）

６日（水）

10日（日）

休日当番医 歯科(9:00～12:00)内 科(9:00～17:00)

16 木

17 金

18 土 図書館ひろば【図】

19 日 休日と夜間の納税相談【税務会計課】（～４月21日）

20 月

21 火

22 水 乳児健診【ふ】13：00～13：30受付

23 木

24 金

25 土

26 日 町議会議員選挙投票日

27 月

28 火

29 水 【昭和の日】

30 木 町税の納期限（軽自動車税・固定資産税第１期）

1 金

2 土

3 日
【憲法記念日】
森と水とチューリップフェスティバル（～
5/17）【イベント日】

4 月 【みどりの日】

5 火
【こどもの日】【こどもの日】
森と水とチューリップフェスティバル【イベ
ント日】・林業振興まつり

6 水 【振替休日】

7 木
婦人検診【笹渡農業構造改善センター】9：00～10：00受
付、【小玉川生活改善センター】13：00～14：00受付

8 金
婦人検診・骨粗しょう症検診【環】13：00～15：30受付、
17：00～18：30受付

9 土

10 日
婦人検診・骨粗しょう症検診【環】13：00～15：30受付
森と水とチューリップフェスティバル【イベント日】

11 月
婦人検診【晴山公民館】9：00～10：00受付、
【高家生活改善センター】13：00～14：00受付

12 火
婦人検診【米田農業構造改善センター】9：00～10：00
受付、【小軽米生活改善センター】13：00～14：00受付

13 水
婦人検診【山内農業構造改善センター】9：00
～10：00受付、【晴山農業構造改善センター】

14 木
婦人検診・骨粗しょう症検診【環】13：00～
15：30受付、17：00～18：30受付

15 金
婦人検診・骨粗しょう症検診【ふ】9：00～10：00受
付、【円子生活改善センター】13：00～14：00受付

町のこよみ町のこよみ・かるまいカレンダーかるまいカレンダー

５月　May

 （カレンダー中の【　】は開催場所で下記のとおり表示します）

体 :町民体育館　環 :農村環境改善センター　公 :中央公民館　

図:町立図書館　病:県立軽米病院　ふ:健康ふれあいセンター　

老:老人福祉センター　フ:雪谷川ダムフォリストパーク・軽米　

ミ :ミレットパーク　歴 :歴史民俗資料館　ハ :ハートフル・ス

ポーツランド　運:町営運動場　ゲ:ゲートボール場　

４月　April

スナップ写真館スナップ写真館

（
広
告
ス
ペ
ー
ス
）

　国民年金は老後の生活、障害、死亡など、もしものときにあな

たの大きな支えとなります。

　保険料の納め忘れが続くと、将来の老齢年金が減額されるだけ

でなく、老齢年金、障害年金や遺族年金を受け取れないこともあ

ります。保険料は納期内に納めましょう。

　納付書の場合は、金融機関、郵便局のほか、コンビニエンスス

トアで納めることができます。口座振替やクレジットカードによ

る納付は便利でお得です。

　保険料を納めていない期間がある場合、民間事業者より電話や

戸別訪問等により納付のご案内をしています。日本年金機構が

民間委託している事業者は㈱アイヴィジットです。民間事業者

についての詳しい内容は、日本年金機構ホームページ（http://

www.nenkin.go.jp/）をご覧ください。

　詳しくは、二戸年金事務所（☎２３－４１１１）または町民生

活課（☎４６－４７３４）にお問い合わせください。

山内保育園・観音林児童館の思い出

軽米町幼児教育目標 観音林児童館の遊具。砂場やジャング

ルジムで遊びました。

山内保育園。毎日この階段を上って通

いました。

晴山保育園でも新しい遊具でいっぱい

遊んでね！

ヨイ歯デー

テレホン相談開催！

■日時：４月17日（金）

　　　　10：00 ～ 19：00

■内容：歯あるいはお口に関す

　　　　る悩みなど

■相談料：無料

お問い合わせ及び当日の相談先

　岩手県保険医協会ヨイ歯デー

テレホン相談係（☎０１９－

６５１－７３４１）

東北財務局盛岡財務事務所

多重債務相談窓口のご案内

みんなの国民年金も っ と 知 ろ う
～岩

ふる

手
さと

で生きていく～

2015ふるさと二戸合同企業

説明会開催

　平成28年３月卒業予定の学生

（大学・短大・専門学校等）及び

既卒者・Ｕ・Ｉターン希望者を対

象とした二戸地域の合同企業説明

会を開催します。

　地元企業担当者から直接説明を

聞き、就職にむけた情報収集がで

きます。

■日時：５月８日（金）

　　　　　13：00 ～ 17：00

■場所：なにゃーと

お問い合わせ先　二戸地域雇用開

発協会（☎２３－３０４０）

　東北財務局盛岡財務事務所で

は、自らの収入で返済しきれない

ほどの借金を抱え、お悩みの方々

からの相談に応じています。相談

は秘密厳守・無料です。お気軽に

ご相談ください。

■相談専用電話番号：

　　☎０１９－６２２－１６３７

■時間：月～金曜日（祝日、年末

年始除く）の

　　　　８：３０～１７：１５

■所在地：盛岡市内丸７－２５

　　　　　盛岡合同庁舎４階

国民年金保険料の納め忘れはありませんか？

【九戸政実市民文士劇再演へ】

　昨年、大好評を博した九戸政実市民文士劇

「天を衝く」の再演と、観てくれた方へ誇り

と感動を伝えたいという有志が集い、二戸市

民文士劇実行委員会が３月に発足しました。

会場となる二戸市の名前を冠してはいます

が、一戸町・軽米町・九戸村の協力を得て、

県北地域に住む広い意味での『市民』の参加

を呼び掛けています。実行委員長は軽米町在

住の作家北上秋彦さん。同実行委員会では

キャストとスタッフを大募集しています。

〔開催概要〕

日時：10月３日(土曜日)、4日(日曜日)

会場：二戸市民文化会館　大ホール

〔募集概要〕

　住所・氏名・年齢・電話番号・キャスト/スタッフの希

望を記載し下記までお申し込み下さい。

対象：練習・制作に通うことのできる小学５年生以上の方

内容：キャスト（役者・エキストラ）/スタッフ（大道具・

　　　小道具・衣装・メイク・照明・音響など）

〔お問合せ先・応募先〕

二戸市民文士劇事務局(〒028-6103二戸市福岡字八幡下44)

　メールnsb@silk.ocn.n.jp　☎４３－４２５０（ＦＡＸ兼用）
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冠婚葬祭　＜ 敬 称 略 ＞

本 町 山 下 遼
りょう

太
た

（博之・かおり）

萩 田 苅 谷 尽
じん

都
と

（佑樹・智子）

米 田 瀧 澤 結
ゆ

乃
の

（佳之・美月）

萩 田 横 島 リ ヨ （90歳）

本 町 瀧 澤 哲 男 （83歳）

貝 喰 吉　田　富太郎 （92歳）

下 河 南 中　野　カツエ （90歳）

高 清 水 古 舘 勝 男 （79歳）

下 新 町 早 川 孫 六 （80歳）

駒 板 川 向 イ ワ （87歳）

小 玉 川 小野寺　フジノ （76歳）

沢 田 山 下 辰 巳 （85歳）

竹 谷 袋 山野下　ヒ　サ （73歳）

蜂 ケ 塚 山　下　清五郎 （84歳）

上 尾 田 中 里 辰 見 （82歳）

山 口 水 上 政 吉 （91歳）

下円子下 小 林 ス ミ （97歳）

荒 町 前 田 喜 一 （93歳）

下 野 場 紫 葉 ト キ （84歳）

河 北 山 本 ア キ （78歳）

山内大久保 山野内　富　義 （88歳）

おめでた （　）内は父母の名

おくやみ （　）内は享年

●人の動き ＜平成27年２月28日現在／町民生活課調べ＞

 男　4,852人(ー９) / 女　5,079人（－15)

合計 9,931人(－24) / 世帯数 3,770(ー７)

転入　７人（15人）/ 転出　15人（29人）

出生　３人（11人）/ 死亡　19人（29人）
※（　）は１月からの累計

※（　）は前月比

※広報誌内において、お名前が俗字であっても正字で
　記載される場合がありますので、ご了承ください。

　

山
内
保
育
園
、
観
音
林
児

童
館
、
晴
高
児
童
館
、
３
施

設
が
揃
っ
て
幕
を
下
ろ
し
ま

し
た
。
20
数
年
ぶ
り
に
自
分

の
通
っ
た
児
童
館
に
入
る

と
、
毎
日
楽
し
く
遊
ん
だ

日
々
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

寂
し
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
す

が
、
晴
山
保
育
園
で
の
新
た

な
歴
史
が
始
ま
り
ま
す
。

　

さ
て
、
４
月
か
ら
も
広
報

担
当
は
変
わ
ら
ず
私
が
務
め

ま
す
。
引
き
続
き
の
ご
支
援

と
、
取
材
を
通
じ
て
の
新
た

な
出
会
い
、
そ
の
両
方
に
期

待
を
込
め
、
初
心
に
帰
っ
て

一
年
前
と
同
じ
挨
拶
を
。
今

ま
で
同
様
お
世
話
に
な
る

方
、
こ
れ
か
ら
新
し
く
お
世

話
に
な
る
方
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
！
（
小
笠
原
）

　ほ　っ　と　ひ　と　い　き ／　編　集　後　記

　山内保育園、観音林児童館と同じく閉館を迎え

た町立晴高児童館。昭和47年に開園し、平成19年

度の卒園児を送りだした後に休館。そして今年の

３月15日、４月からの晴山保育園の開設に併せて

観音林児童館とともに最後の日を迎えました。こ

れまでの42年間で送り出した園児は408人。閉館

式には当時の保育士らも集まりました。

もうひとつの閉館式

おしあわせに

｛ 小野寺　　悟　 （下晴山）

船 渡 美 文 （久慈市）

２　月　分

１　月　分
おしあわせに

｛ 笹 山 泰 嵩 （下新町）

尾　友　　永　 （九戸村）

下 尾 田 中 里 寿 男 （55歳）

車 門 川原木　　孝　 （51歳）

おくやみ （　）内は享年

お詫びと訂正

　広報かるまい平成27年３月号におい

て、冠婚葬祭欄に一部記載漏れがありま

した。今月号に掲載し、お詫びいたします。
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